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[ 1 ] は じめに

わが国 の 中等教育 の 根幹をなす中学校制度に関し て は ､ 明治 1 9 年 4 月 10 日制定 の ｢ 中学校令｣ お よ

び同年 6 月 2 2 日制定 の ｢ 尋常中学校 の 学科及其程度｣ に よ っ て ､ 整備 の 第 一

歩が踏み出され た
｡

こ の

｢ 中学校令｣ で は ､ 尋常中学校と高等中学校 の 2 種が規定されたが ､ 高等中学校は帝国大学 へ の 予科課

程とし て の 性格を持 つ こ と に な る ( 旧制) 高等学校 の 前身で あ っ た か ら､
こ の 時期に あ っ て は ､ 帝国大

学に 入 学するま で に 2 段階 の
``

中学校
' '

を経なけれ ばならな い 制度で あ っ た｡

帝国大学 に直結す る高等中学校を尋常中学校か ら分離独立 させ て 高等学校とし､ 尋常中学校に 中等教

育機関と し て の 独立 した地位を与えた の が明治 2 7 年 6 月 2 5 日制定 の ｢高等学校令｣ お よび明治 3 2 年

2 月 7 日公布 の 改正 ｢ 中学校令｣ で あ っ た ｡ こ の 改正 ｢ 中学校令｣ ( こ れ に よ っ て
"

尋常
''

の 2 文字が

消え た) と そ れ に基づ い て新た に制定され た明治 3 4 年 3 月 5 日公布 の ｢ 中学校令施行規則｣ に よ っ て ､

中等教育 の 根幹を なす 中学校制度 の 基礎が確立された の で ある｡

さ ら に ､ 明治 3 5 年 2 月 6 日 に は ｢ 中学校令施行規則｣ が改正 される ととも に ､ 新た に ｢ 中学校教授

要目｣ が制定され ､ こ れ に よ っ て ､ 昭和初期に 至るま で の 中学校教育 に関する
一 定 の 型 が定められる こ

と に なる ｡ 本論文で は､ こ の 中学校 の 数学教育に お ける定型化 の 過程 を考察する ｡ なお､ 戦前 の
``

中等

学校
"

とし て は､ 男子を対象とした中学校と並立する形で ､ 女子を対象と した高等女学校も設置され て

い た ｡ したが っ て ､ 高等女学校に おける数学教育 に対して も考察を与え る こ ととす る｡

[ 2 ] 尋常中学校の 数学科教授内容の 削減

明治 3 4 年 3 月制定 の ｢ 中学校令施行規則｣ で は､ ｢ 第 7 条 数学は数量 の 関係を明に し､ 計算に習熟

せしめ､ かね て 思考を精確なら しむる を以 て 要旨とす ｡ 数学は算術､ 代数初歩及び平面幾何を授く べ し｣

( 下線は筆者) と規定され たが､ そ の 内容を そ れ以前 の 規定 ｢ 尋常中学校 の 学科及其程 度｣ ( 明治 2 7 年 3

月 1 日改定) と比較すると ､ そ の 程度は大幅に切り下げ られ て い る｡

明治 1 9 年 の ｢ 尋常中学校 の 学科及其程度｣ で は､ 第 1 学年 - 5 学年に お ける数学科 の 週あたり教授

時数は 4 ､ 4 ､ 4 ､ 4 ､ 3 で あ り､ 教授内容は､

算術 : 比例及利息算 諸別 の 理由

代数 : 釈義整数四則分数 一 次方程式自乗開平開立指数根数二次方程式準二次方程式比例等差級数等

* 原稿受理 日 : 2 0 0 7 年 1 0 月 3 0 日

* *
三 重大学教 育学部

* * *
三 重県立 津東高等学校
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比級数調和級数順列組合二項法対数

幾何 : 定義公理直線直線形円墳平面立体角角錐角埼球円錐円墳

三角法 : 角度三角法比対数表用法三角形距離等 の 測法球面三角

と規定され て い た
H '

が､ 明治 2 7 年 の 改定に よ っ て ､ 週あ た り教授時数は全学年で 4 時間とな っ て ､ 1 時

間増とされ ､ さ ら に教授内容か ら ｢ 球面三角｣ が削除された｡ 時間数 の 増加は各学校 の 経験 に依り必要

と認 め られ たから で あり ､ 球面三角 の 削除は内容が高尚に過ぎると考え られたか ら で ある｡

明治 2 7 年改定 の ｢尋常中学校 の 学科及其程度｣ か ら､ さら に ｢ 立体幾何｣ および ｢ 三角法｣ が削除

され ､ ｢ 代数｣ が ｢代数初歩｣ に切り下げられ た の が明治 3 4 年 の ｢ 中学校令施行規則｣ な の で あ っ た｡

そ し て ､ 第 1 学年 - 5 学年に お ける週あ た り教授時数は 3 ､ 3 ､ 5 ､ 5 ､ 4 と改め られ た｡

こ の ような 一

連 の 教授内容 の 削減は当時 の 尋常中学校 の 状況 と密接に 関連 し て い る ｡ 明治 1 9 年 の

｢ 中学校令｣ で は､ 府県費を以 て設置す る尋常中学校は各府県 1 校に限る とさ れ て い た が ､ 明治 2 4 年 の

改正 に よ り､ 土地 の 情況 に よ っ て は文部大臣 の 許可を得 て 数校設 置 し て も よ い とされ ､ さ ら に 明治 3 2

年 の 改正 で は､ 各府県は少なく とも 1 校を設置す る こ と､ 必要に依り文部大臣は各府県に数校 の 設置を

命じ得る と い うよう に ､ 尋常中学校設置に 関する制限が徐 々 に緩和され て い っ た の で ある ｡

こ の 規制緩和に よ っ て ､ 下表 (『学制八十年史』 ｢資料編｣ の 資料より作成) の よう に ､ 尋常中学校数

および生徒数は次第に増加し て い っ た｡

年度 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6

学校数 5 6 4 8 4 9
‖

5 3 5 5 5 5 6 1 6 9

生徒数 1 03 0 0 1 0 1 7 7 1 0 4 4 1 1 1 5 3 0 1 1 6 2 0 1 3 3 5 5 1 6 1 8 9 1 9 5 6 3

2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4

7 3 8 7 1 0 0 1 1 8 1 3 6 1 6 6 1 9 4 2 1 6

2 2 5 1 5 3 0 8 7 1 4 0 7 7 8 5 2 6 7 1 6 1 6 3 2 6 9 1 7 9 7 8 3 1 5 8 8 3 9 1

｢ 中学校令施行規則｣ が制定さ れ た明治 3 4 年 の 学校数､ 生徒数 は明治 1 9 年 の そ れ の 約 3 . 9 倍､ 約

8 .6 倍と急増し て い る し､ ｢ 尋常中学校 の 学科及其程度｣ が改定された明治 2 7 年と比較 して も､ そ れ ぞ

れ約 3 倍､ 約 4 倍 に も の ぽ っ て い る｡ こ う した状況下で の 中学生 の ｢学力低下｣ と い う現状認識 の もと

に ､ 教授内容 の 削減が行われ た の で ある｡

と こ ろ で ､ 削除された教授内容が何故 に ｢ 立体幾何｣ ､ ｢ 三角法｣ で あり ､ ｢ 代数｣ が ｢ 代数初歩｣ へ
､

だ っ た の で あろうか ｡ 文部省は､ 当時 の 数学教育界の 趨勢や指導的立場 に ある人 の 発言な どを尉酌して

施行規則を立案 した で あ ろう こ とば容易に推察で きる｡ そ の よう に考えると ､ 中学校数学科 の 教授内容

を定める に あた っ て ､ 当時 の 文部省が参考に した資料と して ､ 明治 3 1 年 4 月 12 日 に ､ 後述する尋常中

学校教科細目調査委員会が文部省に推達 した ｢ 尋常中学校教科細目調査報告｣ が挙げ られる ｡ ま た､ 施

行規則 の 立案作業を明治 3 3 年と考えると ､ そ の 前年で ある明治 3 2 年 の 夏に 開催された夏期講習会で の

藤沢利喜太郎 の 講義､
そ の 講述内容をまと め て明治 3 3 年 1 0 月に 出版され た 『数学教授法講義筆記』 は

中学校数学科 の 教授内容を定め る に あた っ て ､ 大 い に参考に な っ た に違 い な い ｡

藤沢利喜太郎は 当時東京帝国大学教授で あり､ 数学教育界 の 大御所で あ っ たか ら､ 文部省は彼 の 意向

を第 一

に尊重 した で あろう｡ で は､ 明治期 の 数学教育界 の 重鎮で あ っ た菊池大麓 は どう で あ っ た の か｡

菊池は､ 明治 3 0 年 8 月か ら文部省専門学務局長 ( 同年 1 0 月 に は高等学務局と改称され る) の 職に あり､

同年 1 1 月か ら は 文部次官 ( 明治 3 1 年 5 月ま で) の 要職に あ っ た し､ 文部次官辞任直後 の 明治 3 1 年 5

月 2 日 に は東京帝国大学総長に就任 ( 明治 3 4 年 6 月 2 日ま で 在任) し､ 同時に数学科教授を辞し て い
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近代日 本 に お け る 中等学校数学教育 の 定型 化

る ｡ し た が っ て ､ 数学教育界 へ の 直接的な係わり方は大きくなか っ た と考え られ る｡

明治 3 1 年 の ｢ 尋常中学校教科細目調査報告｣ および藤沢 の 『数学教授法講義筆記』 に おける 中学校

数学科 の 教授内容 へ の 言及 を見 て みよう｡ 前者で は ､ 代数に係わ っ て ｢ 代数学は 元来区域 の 極め て広き

学問に して ､ 尋常中学校 に於て は僅か に初等代数学 の 初歩を授くるも の とす｣
( 2)

( 下線は筆者) と報告さ

れ て い る ｡ こ れ は ､ 施行規則に お ける ｢代数 - 代数初歩｣ と い う切り下げ の 大き な根拠に な っ た も の と

考え ら れ る ｡ さ ら に ､ こ の 考え方は藤沢 に よるも の で もある ｡ 実際､ 藤沢は 『数学教授法講義筆記』 の

｢ 第六回講義｣ に お い て ､ ｢ 普通に中学校 の 代数は 代数学 の 初歩 の 其又 入門と云う様なも の で -

｣
( 3'

と述

べ て い る の で ある ｡

次に ､ 三角法を見 て みよう｡ 藤沢 は ､ 『数学教授法講義筆記』 の ｢第六回講義｣ の 多く を ｢ 時間 の 配

当｣ と い う項目に あ て て い る が､ そ こ で は ､

｢ 私は当時 の 省令 の 如く ､ 毎週四時間 に て は到底時間が不足で ありますか ら､ 三 角法を丸 で 中学校

に て は廃し て しま い た い と云う考えを持 っ て居りま し た ｡ 併 し こ れ は三角法が不必 要だ と云う の で

はありま せ ぬ
｡ 唯時間 の 不足 の た め に不本意なが ら箇様な こ とを申し た の で す｣

〔4 )

と述 べ ら れ ､ 時間不足 な ら 三角法全廃も止 むを得な い と の 考えを示して い る ｡

立 体幾何に関し て は ､ ｢ 尋常中学校教科細目調査報告｣ および 『数学教授法講義筆記』 の い ずれ に も､

そ の 削除を示唆す る内容 は見られな い ｡ しか し､ 幾何に関する ｢第十六 回講義｣ の 中で ､ 立体幾何 に は

ま っ た く言及され て い な い こ と､ 推理 の 法を教え､ 推理力を鍛錬し思想を撤密に する こ とが幾何の 目的

で あると繰り返し強調 され て い る こ とな どか ら､ 藤沢 は平面幾何を こ そ 重視 して い た こ とが伺 われる｡

さら に ､ 前述 の ｢ 時間 の 配当｣ と い う項目 の 中で ､ 師範学校 の 教授内容に係わ っ て ､ ｢ 第 一

に幾何をや

りす ぎる｣
` う)

と批判し て い る ｡ 当時の 師範学校 ( 4 年制) の 幾何に関す る教授内容は ､

定義公理直線 ( 1 年) ､ 円面積比例 (2 年) ､ 立体幾何 の 初歩 (3 年)

で あ っ たか ら､ ｢ 幾何をやりすぎる｣ と い う批判 の 対象が立 体幾何に 向けられ て い る と考え て も､ あな

が ち的外れ と は言えな い ｡

以 上 の 考察から明ら かな よう に ､ 中学生 の ｢学力低下｣ と教授時数 の 不足と い う情況下に あ っ て ､ 教

授内容削減を迫 ら れた文部省は､ 当時の 数学教育界 の 大御所で あ っ た 藤沢利喜太郎 の 所説に依拠し て ､

明治 3 4 年 3 月 の ｢ 中学校令施行規則｣ を制定した と考えられる｡

[ 3 ] 尋 常中学校教科細目調査委貴会の設置

明治 1 9 年制定､ 明治 2 7 年改定 の ｢ 尋常中学校 の 学科及其程度｣ で は ､ 教授内容 の 要目を示す に と ど

ま っ て おり､ そ の 細目に つ い て は詳細 の 規定を欠 い て い た た め､ 学校数 の 増加に伴 っ て ､ 各学校間 の 不

均 一

は
一 層 の 広が りを呈 して い たよう で ある｡ そ こ で ､ 文部省は各教科 の 教授細目を

一 定に する目的で ､

明治 3 0 年 9 月 に ､ 外山正 一 ( 当時､ 東京帝国大学文科大学長) を委員長とする尋常中学校教科細目調

査委員会を設置した の で ある ｡ 数学科 の 細目調査委員と して は､ 菊池大麓､ 寺尾寿､ 藤沢利喜太郎､ 生

駒寓治 の 4 人が任命され た ｡

委員会は明治 3 1 年 4 月 1 2 日 に ｢ 尋常中学校教授細目｣ を文部省に推達 したが ､
こ の 教授細目は､ そ

の 後長き に わ た っ て 中学校 の 教授内容を規定 した 明治 3 5 年 2 月 6 日制定 の ｢ 中学校教授要目｣ の 原型

とな っ た も の で あ っ た ｡ ま た
､ こ の 教授細目の 影響も

一 部受 けなが ら制定された ｢ 中学校令施行規則｣

が前述し た よう に ､ 教授内容の 大幅な削減を断行したも の で あ っ た ｡ そ こ で次に ､ こ の 施行規則を め ぐ

る菊池 ･

揮柳論争を見て みよう｡
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[ 4 ] ｢ 中学校令施行規則｣ に関す る菊池 ･ 漂柳の 論争

教授内容が大幅に 削減された明治 3 4 年 の ｢ 中学校令施行規則｣ に つ い て は賛否両論が展開されたが ､

特に ､ 東京帝国大学総長で あり数学界 の 重鎮で あ っ た菊池大麓と文部省普通学務局長で あ っ た揮柳政太

郎 の 雑誌 『教育時論』 ( 開発杜発行) に お い て なされた論争は数学教育史上 ､ きわ め て重要で あ る｡

こ の 論争は､

( 1) 菊池大麓 ｢ 中学校令施行規則 の 非難｣ (『教育時論』 第 5 7 3 号)

に始ま り､ こ れ に 反論する形で ､

( 2) 揮柳政太郎 ｢ 菊池大学総長 の 非難に 対する津柳局長 の 弁｣ (『教育時論』 第 5 7 4 号)

が掲載され ､ さ ら に ､ 菊池に よる再駁論と して ､

( 3) 菊池大麓 ｢ 菊池大学総長 の 再駁｣ (『教育時論』 第 57 5 号)

が掲載され て ､ 誌上 で の 論争は終結する こ と に なる ｡ こ の 菊池 ･ 揮柳論争 の 内容や背景､ そ し て結末に

つ い て 見て み よう｡

なお ､ 『教育時論』 に掲載さ れた論稿 の 表題を見て もわかるよう に ､
こ れ らは菊池､ 揮柳 の 談話を記

者がま とめ て 記事に し た も の で あり､ 『教育時論』 誌 自身は ､ 改正 ｢ 中学校令施行規則｣ が公布され た

明治 3 5 年 2 月 6 日 の 9 日後に発行され た 『教育時論』 に お い て ､ 菊池 ･ 滞柳論争と改正施行規則と の

係わ り に つ い て言及 した論評で ある､

( 4) ｢ 中学校令施行規則 の 改正｣ (『教育時論』 第 60 6 号)

を掲載し て い る｡

｢ 中学校令施行規則｣ が明治 3 4 年 3 月 5 日 に制定公布され るや､ そ の 1 0 日後に発行された 『教育時

論』 ( 第 5 7 3 号) 誌に ､ 菊池大麓東京帝国大学総長に よる批判 の 記事が掲載された ｡ 菊池 の 批判は 4 点

に わ た っ て い るが ､ そ の うち の 1 つ が数学科日中 の 内容削減に 関す る こ と で あ っ た｡

菊地は ｢ 中学卒業者は教育ある国民として 世間に 立 つ べ き も の｣ と述 べ た上 で ､ そ の ような彼等に と っ

て ､ 代数 の 初歩を学ぶ だ けで は不十分で あると批判す る の で ある｡ ま た､ ｢ 我 々 の 世界は立体的有休｣

で あるから ､ 平面幾何 の みを学ん で も ｢
-

も具体的観想を得る こ と｣ はで きな い と批判する ｡ さ ら に ､

｢ 三角法を全く科目中より除き去りたるは､ 殆 ど其意を解する能わず｣ と批判し､ こ の よう な こ と で は､

上級学校は特別 の 科目を設 けて ､ 中学校卒業者 の 足らな い 所を補わね ばならな い と述 べ て い る ｡ そ し て

最後に ､ こ の ような削減を高等教育会議に諮問しなか っ た こ とを批判し て い る
( 6)

｡

こ の 菊池 の 批判に 対する揮柳政太郎普通学務局長 の 反論 は 『教育時論』 ( 第 5 7 4 号) に掲載され た｡

揮柳は ｢ 草体幾何と三角法とを除きたるは ､ 実に全国中学校に於ける数学教授 の 現況と成績｣ を考え て

の こ と で あると述 べ
､ ｢ 少なから ざる生徒は数学の 満点百中僅か に 二十乃至三十 の 得点を以て 入学せ り｣ ､

｢ 現制 の 時間を以 て ､ 立体幾何平面三角ま で 教授せ ん とす るは､ 実に 無理 なるが故なり｣ と反論す る ｡

また ､ 学科目中 の 小科目ま で も高等教育会議に諮る こ とは､ 国語 の 中に韻文や文学史を入れるか どうか

を諮る こ とと同じで あり､ 必ず しも適切で な い と反論 して い る｡ そ して 最後に ､ 現状で は､

( 1) 立体幾何､ 平面三角を削除し､ 数学 の 程度を低くする｡ ただし､ 時間は従来 の ままで ､ 減じな い ｡

( 2) 数学 の 時間を増加する｡ よ っ て ､ 他教科 の 時間を減じる ｡

( 3) 中学校 の 入学程度を高くする ｡

と い う 3 つ の 方策しか考えられな い こ と､ そ して ( 2) ､ ( 3) の 方策は不可能で あるか ら､ ( 1) を採用 し

た の だと論 じて い る
` 7)

｡

こ の 揮柳 の 反論 に対する菊池 の 再駁論は 『教育時論』 ( 第 57 5 号) に掲載され た｡ 高等教育会議 へ 諮

る件 に関し て ､ 菊地は 諮諭す べ き価値 の ある内容だと述 べ
､ ｢ 現 に文部省は 先年高等女学校 の 数学科中
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に ｢代数学 の 初歩及幾何 の 初歩を入 る ゝ を得る｣ とする こ と に付て さえ諮諭されたる に あらず や｣ と反

論 して い る｡ ま た､ 中学生 の 学力低下に つ い て も､ 第 一 高等学校 の 入 学試験答案を検査した経験を引き

合 い に し て ､ 十分承知し て い るとし､ こ れ は数学科だ け の 問題で はなく ､ 全教科 の 問題だと述 べ て ､ そ

の 解決法と して ｢ 之 を救済す る の 術は良教員を充実する に あり｣ とし て ､ こ れ は揮柳が示した 3 つ の 方

策外 の も の だ と反論する ｡ さら に ､ 数学科 の 程度を下げる こ と に つ い て も ､ 立体幾何を削除す る の で は

なく､ ｢平面幾何立体幾何を併せ て簡易 の も の｣ とす る方策も考えられると反論 して い る の で あ る
` 8)

｡

こ の 菊池 の 再駁論に対す る淳柳 の 再反論は 『教育時論』 誌に はなく ､ 誌上 で の 論争は終結し た と言え

る ｡ 菊池 の 再駁論が掲載された 『教育時論』 は明治 3 4 年 4 月 5 日 に発行された も の で あるが､ そ の 約 2

ヶ月後 の 6 月 2 日､ 菊池は東京帝国大学総長を辞して ､ 第 1 次桂内閣 の 文部大臣に就任する こ と に なる｡

そ し て ､ 菊池文相 の 指導 の 下で ､ ｢ 中学校令施行規則｣ の 改正 が進められ ､ 明治 3 5 年 2 月 6 日 に公布

される ととも に ､ 同 日､ 新た に ｢ 中学校教授要目｣ が制定され た の で あ る｡ こ れ に よ っ て ､ 中学校数学

科 の 科目は ､ 菊池 の 主 張 の 通り､ ｢ 算術 ､ 代数､ 幾何､ 三 角法｣ と改め ら れた の で ある｡ こ の 件に 関し

て ､ 『教育時論』 ( 第 6 0 6 号) は ｢ 現文部大臣たる菊池博士 の 所説が貫徹せられたる も の なる を知 る｣ と

報じ て い る
( 9'

｡ も し ､ 菊地 の 批判がなさ れなければ､ 明治 3 5 年 の 教授要目も ｢ 算術､ 代数初歩 ､ 平面

幾何｣ に な っ て い た かも しれ な い ｡

[ 5 ] ｢ 中学校教授要 目｣ の制定

明治 3 4 年 3 月制定 の ｢ 中学校令施行規則｣ に関す る菊池 ･ 滞柳論争を経て ､ 明治 3 5 年 2 月 6 日 に

｢ 中学校令施行規則｣ が改正 されるととも に ､ 新た に ｢ 中学校教授要目｣ が制定され た｡ 数学 の 教授要

目は ､ 分科別 に週あ た り教授時数と教授項目が示さ れ て い るが ､ そ の 概略を示すと ､

[算術]

第 1 学年 ( 毎週 4 時) 緒論､ 整数及小数､ 諸等数､ 整数 の 性質､ 分数､ 比及比例

第 2 学年 ( 毎週 2 時) 比及比例 の 続き､ 割合 ( 歩合算､ 利息算等) ､ 幕及根 ( 自乗幕及平方根､

三 乗幕及立方根､ 求積)

[代数]

第 2 学年 ( 毎週 2 時) 緒論､ 整式､ 方程式

第 3 学年 ( 毎週 2 時) 方程式 の 続き､ 整式 の 続き､ 分数式､ 方程 式 の 続き

第 4 学年 ( 毎週 2 時) 無理式､ 比及比例､ 級数､ 順列及組合､ 二項式定理 ､ 対数

[ 幾何]

第 3 学年 ( 毎週 2 時) 緒論､ 直線､ 円

第 4 学年 ( 毎週 2 時) 円の 続き､ 面積､ 比例､ 比例 の 応用

第 5 学年 ( 毎週 2 時) 比例 の 応用 の 続き ､ 平面､ 多面体､ 曲面体

[ 三角法]

第 5 学年 ( 毎週 2 時) 角 の 計り方､ 円関数､ 直角三 角形 の 解法､ 円関数 の 続き､ 角 の 和 に対す

る公式､ 三角形 の 辺と そ の 角 の 円関数と の 関係､ 対数表 の 用法､ 三角形

の 解法､ 高さ､ 距離等 の 測法及 こ れ に 関する実習

の よ う に なる
( to )

｡
こ の 内容は､ 明治 3 1 年 の ｢尋常中学校教科細目調 査報告｣ 中 の 数学科教授細目か ら

｢ 幾何学初歩教授細目｣ を削除し た も の と､ 教授時数 も含め て 同じ で あると言 っ て もよ い
｡

藤沢利喜太郎 の 『算術教科書』 ( 上下､ 明治 2 9 年) の 目次は ｢ 緒論､ 四則､ 諸等数､ 整数 の 性質､ 分

数 ､ 比及比例､ 歩合算及利息算､ 開平開立 ､ 省略算､ 級数､ 求積｣ とな っ て い るか ら､
こ の 教授要目は
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藤沢 の 算術教科書を手本と して 作成さ れ た と考えられ る ｡ ま た ､ 代数 に 関 し て も､ 藤沢 の 『初等代数学

教科書』 ( 上下､ 明治 3 1 年) で展開さ れ て い る教授内容とま っ た く同じで ある｡

幾何 の 教授項目に 関 して は ､ 菊池大麓 の 『初等幾何学教科書』 の 目次とま っ たく同じで ある ｡ 実際､

平面幾何に 関し て は ､ 明治 3 1 年発行 の 第 1 0 版の 目次は ｢ 緒論､ 直線 ､ 円､ 面積､ 比及比例､ 比及比例

の 応用｣ で あ る し､ 立体幾何 に 関 して は ､ 明治 2 7 年発行 の 第3 版 の 目次は ｢ 平面 ( 多面体を含む) ､ 球 ･

円柱及円錐｣ とな っ て い る ｡ ま た､ 三角法 の 教授項目に関して は ､ 菊池大麓 ･ 沢田吾 -

の 『初等平面三

角法教科書』 ( 第 4 版､ 明治 3 2 年発行) で 展開され て い る教授内容とま っ たく 同じで ある ｡

し た が っ て ､ 明治 3 5 年 の 中学校数学教授要目が菊池 ･ 藤沢 の 指導方針 の 下に作成さ れたと考え られ

る ととも に ､ かくも詳細に わ た っ た教授要目を示す こ とが で き た の は､ 菊池と藤沢 の 教科書があ っ た か

ら に ほ かな らな い ｡ そ も そ も ､ 明治 3 1 年 の 数学科教授細目 の 内容そ の も の が菊池と藤沢 の 教科書を手

本に し て 作成さ れた の で あるか ら､ そ れを原型と して 作成さ れた明治 3 5 年教授要目が菊池 ･ 藤沢イ ズ

ム に し た が っ て い る の は当然 の こ と で あると言える｡

[ 6 ] 中学校数学教授要 目の意義と限界

明治 3 5 年 の 教授要目は ､ 明治 3 4 年 の ｢ 中学校令施行規則｣ に よ っ て 切り下げられ た 中学校数学 の 程

度を明治 2 7 年 の ｢尋常中学校 の 学科及 其程度｣ の 水準に ま で 回復さ せ る ととも に ､ 教授内容を詳細に

規定する こ と に よ っ て ､ 中学校数 の 増加に伴 っ て 生 じて い た各学校間の 不均 一

を是正す る機能を果た し

たと言える ｡ そ の 意味で ､ 菊池 ･ 藤沢イ ズ ム に もと づ く明治 3 5 年 の 数学教授要目に よ っ て ､ 中学校数

学教育 の 定型化 が図られ た意義に は大き い も の がある｡

小倉金之助 の ｢ こ の 改造 の 精神はま じめ なも の で ､ そ の 方法は着実で あ っ た けれ ども､ 遺憾な こ と に

そ の 方向は当時 の 世界 の 大勢に 逆行 した も の で あ っ た ｡ すなわち ペ リ
ー

の 画期的講演が行われた の が ､

1 9 0 1 年で ､ フ ラ ン ス の 中等教育 の 改造が 1 9 0 2 年､ ア メ リカ の ム
ー

ア の 講演が 1 9 0 2 年 で ある ｡ ち ょ う

ど そ の 当時かような改造運動と全然反対 の 精神で 行われた の が､ こ の 菊池､ 藤沢 の 根本思想に よる 日本

の 統制で あ っ た｡ 彼ら の 根本思想 こ そ ､ ジ ョ ン ･ ペ リ ー が徹底的に打破 しようとし た と こ ろ の
､ 古 い イ

ギリ ス の 伝統的形式を土台と した も の で あ る｣
( ll)

と い う批判は 的を得た も の で あるが､ 同時に ､ 中谷太

郎に よる ｢ 明治 3 5 年 の 教授要目は､ 当時と して は､ わが国の 数学教育が諸種 の 国家的 ･ 社会的 ･ 教育

的条件 の 中で 提示で き た精 一 杯 の 答案で あ っ たと思われる｣
`1 2)

と い う論評 もま たきわ め て適切な も の と

言える ｡

こ こ で ､ 中学校教授要目が制定される前年 の 明治 3 4 年と い う時代状況 を ､ 数学お よび数学教育に係

る主要な人物に 焦点を当て て概観し て み よう｡ ( ) 内は当時 の 年齢で ある ｡

まず ､ 菊地大麓 ( 46 歳) は 6 月 に文部大臣に就任し て い る し､ 藤沢利喜太郎 ( 4 0 歳) は東京帝国大

学理科大学数学科教授で ､ 数学および数学教育の 第
一

人者で あ っ た ｡ 寺尾寿 ( 4 6 歳) は東京帝国大学

教授で あ っ た が､ 数学科で は なく星 学科で あ っ た し､ 明治 3 0 年代初め に は､ 彼 の 理論流儀算術は藤沢

の 数え主義算術に す で に敗退し て い た の で ある｡

ポ ス ト菊池 ･ 藤沢 の 時代を築く林鶴 -

､ 高木貞治な どは 明治 3 4 年当時 どう で あ っ たか｡ 林 ( 2 8 歳)

は 1 1 月､ 高等師範学校講師を嘱託され ､ 高木 (2 6 歳) は 1 2 月 ､ ドイ ツ か ら帰国し て ､ 東京帝国大学

に新設さ れ た数学第 3 講座 ( 代数学) を担当す る助教授で あ っ た ｡ 林は､ 後に 日本中等教育数学会 ( 覗

在 の 日本数学教育学会 の 前身) の 初代会長とな っ た し､ 高木は 日本 の 数学を世界的水準に ま で 引き上げ

た 日本最初 の 国際的数学者とな っ た ｡ しか し､ 2 人 と も菊池､ 藤沢 の 愛弟子で あ り､ 明治 3 4 年当時 の

数学教育に 口 を挟む立場に は到底なか っ た ｡
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一 方､ ポ ス ト菊池 ･ 藤沢 の 時代に あ っ て ､ 欧米 の 数学教育改造運動 の 思潮に関し て 日本に 先鞭を つ け

た 黒 田稔 ( 2 3 歳) は､ 明治 3 2 年 1 2 月高等師範学校訓導兼助教諭に就任 し､ ようやく明治 3 6 年に な っ

て教諭 に昇任 し た の で あ っ た｡ ま た ､ 後に 日本中等教育数学会第 3 代会長とな っ た 国枝元治 ( 2 8 歳)

は ､ 明治 3 2 年 9 月 に高等師範学校教授に就任 した が､ 帝国大学理科大学星学科 の 出身で あり ､ 東京物

理学校初代校長寺尾寿 ( 明治 1 6 年 9 月就任) の 影響を受けて い た ｡ さ ら に ､ 後に 日本中等教育数学会

第 2 代会長と な っ た 三守守 ( 4 3 歳) は､ 年齢的に は菊池､ 藤沢 と ほ ぼ 同世代と言 っ て もよ い が､ 数学

科で は なく物理学科出身で あり､ 明治 3 4 年 5 月東京高等工 業学校 ( 現在 の 東京工 業大学 の 前身) と い

う 工業系学校 の 教授に就任する ととも に ､ 東京物理学校同窓会長 ( 明治 3 3 年 1 月就任) となるな ど､

帝国大学 の 系統で は なく物理学校 の 系統 に属し て い た の で あ る｡ ちなみ に ､ 明治 3 4 年､ 小倉金之助は

1 6 歳で あり､ 翌 3 5 年に東京物理学校に 入学し た ばかり で あ っ た｡

明治 3 4 年を こ の よう に 見 て くると､ 小倉 の 言うよう に､ 明治 3 5 年 の 中学校数学教授要目が ､ そ の 当

時､ 彰祈と して起 こ り つ つ あ っ た世界的な数学教育改造運動 の 精神に 逆 行すると い う限界を内合して い

た と して も､ 日本 の 数学教育界に お い て は ､ 菊池 ･ 藤沢 の 数学教育観に対抗しうる勢力 の 形成がなされ

う る時代状況 に 至 っ て い なか っ た こ とがわかる｡ そ の 意味で も､ 中谷 の 指摘は適切で あると言える｡ 明

治 3 5 年 の 中学校数学教授要目は ､ 当時 の 中等数学教育に対し て ､ 確固たる数学教育観に もと づ く 1 つ

の 定型 を示したも の と言え､ 日本に おける数学教育改造運動 の 挫折を象徴する 昭和 6 年改定 の ｢ ぬ るま

湯｣ 的な中学校数学教授要目と は比 べ も の に な ら ず ､ 数学教育再構成運動を経て ､ 昭和 1 7 年に改定さ

れた中学校数学教授要目に 匹敵す る意義を有し て い た と言え る ｡

[ 7 ] 明治 4 0 年代初めの 中学校数学教科書の 様相

明治 3 5 年に 制定され た中学校数学教授要目は ､ 算術､ 代数､ 幾何､ 三角法と い う 4 つ の 分科か ら構

成され て い る が､ 各分科相互 の 連絡はなく ､ そ れ ぞ れ独立 した 分科とし て ､ 固有 の 目標と内容を備え た

も の と し て位置づ けられ て い た ｡ こ の 分科主義 ･ 孤立主義に対する批判 の 声が次第に高ま り､ 教授要目

改正 の 動きが進行して い っ た の で ある ｡

中学校用 の 検定教科書に つ い て 言え ば､ 明治 3 0 年代半ばか ら 4 0 年代初め に か けて ､ 菊池大麓､ 藤沢

利喜太郎に よる も の 以外に ､ 三守守､ 林鶴
-

､ 高木貞治､ 寺尾寿 ･ 吉田好九郎､ 樺正董 ､ 遠藤又蔵など

に よ る も の が刊行され て い っ た ｡ 各検定教科書が何校 の 中学校で 使用されたかを年度ご と に 知る資料は

な い が ､ 明治 4 3 年度に関し て は ｢文部省編纂 師範学校中学校高等女学校 使用教科図書表｣ に よ っ

て 知る こ とが で き る
tl こぅ'

｡ こ の 資料に よ っ て ､ 各分科ごと に ､ 使用学校数 の 多 い 検定教科書を抽出して み

よう ｡

[算術の部]

寺尾寿 ･ 吉田好九郎 『中学校数学教科書 算術之部』 9 1 校

藤沢利喜太郎 『算術小教科書』 7 0 校

高木貞治 『普通教育算術教科書』 6 2 校

林鶴
-

『新撰算術教科書』 3 7 校

[代数の部]

寺尾寿 ･ 吉田好九郎 『中学校数学教科書 改訂 代数之部』 8 5 校

高木貞治 『普通教育代数教科書』 6 6 校

藤沢利喜太郎 『改訂 初等代数学教科書』 5 7 校

林鶴 -

『新撰代数学教科書』 4 5 校
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樺正董 『代数学新教科書』 3 3 校

樺正 董 『改訂 代数学教科書』 2 9 校

[平面幾何の部]

菊池大麓 『幾何学小教科書』 9 1 校

林鶴 -

『新撰幾何学教科書』 7 2 校

寺尾寿 ･ 吉田好九郎 『中学校数学教科書 改訂 平面幾何之部』 3 5 校

三守守 『幾何学小教科書』 2 3 校

[ 三角法の 部]

遠藤又蔵 『平面三角法教科書』 1 10 校

林鶴
-

『新撰平面三角法教科書』 57 校

菊池大麓 ･ 沢 田吾
-

『平面三角法小教科書』 2 9 校

長沢亀之助 『新平面三角法教科書』 2 8 校

中学校検定教科書 の 使用学校数を見ると ､ 明治 43 年度 の 段階に お い て ､ 算術お よび代数 の 部で ､ 藤

沢 の 教科書は第 1 位 の 座を追われ て い る｡ 幾何 の 部で は､ 菊池 の 教科書が第 1 位を維持して い る も の の ､

圧倒的優位と い うわけ で はな い し､ 三角法 の 部で は､ 菊池 の 教科書は第 3 位に と どま っ て い る ｡

算術および代数 の 部で は､ 寺尾 ･ 吉田 の 教科書が優位に あり､ 高木 の 教科書が普及し始め て い る こ と

がわかるし､ 幾何 の 部で は､ 林 の 教科書が菊池 の 教科書を追 い 上 げ て き て い る ｡ しか し､ 算術に関して

は､ 寺尾 ･ 吉田 の 教科書で は､

｢人 の 多さ を知ら ん に は､

一

人を日当とし て
一 人､

二人､ 三人､

-

と数え ､ ( 中略) 簡様に数え て

得たる -

､ 二
､

三 ､

-

を数と云 う｣
( 1 4)

と記述され て い るし､ 高木 の 教科書で は､

｢物 の 多き少きを精密に知る に は､ 之を数え又 は計るなり｡ 数え又 は計り て得たるも の を数と云 い ､

-

｣
( 1 5)

と規定され て い るよう に ､ 藤沢 の 数え主義を基調とし て い る し､ 小数を整数 の 四則 の 中で扱 い ､ 分数は

後習すると い う行き方も藤沢 に倣 っ て い る｡
こ の よう に ､ 算術に 関して は､ 依然とし て藤沢 の 影響が強

く見ら れる ｡

代数 に関し て は ､ ｢ 1 次方程式 - 負数

- 1 次方程式 の 続き - -

｣ と い う展開を

する藤沢 の 教科書に対して ､ 寺尾 ･ 吉田

および高木 の 教科書で は い ず れも ､ ｢ 第

一 編 緒論｣ に お い て 負数を扱 っ た後に

1 次方程式が位置づ けられ て おり､ 藤沢

か ら の 離脱が見られる ｡ 比例 の 扱 い に お

い て も同様で ､ 寺尾 ･ 吉田 の 教科書で は

｢ 比 ､ 比例 の 編を簡単 に なした｣ とあ る

し､ 高木 の 教科書で は ｢ 比例 の 編 に対変

法 の 平易なる説明を添え て -

｣ とあ る ｡

幾何に 関 して は､ 証明に お い て 記号を

使用 しな い 菊池 の 流儀は寺尾 ･ 吉田や林

の 教科書に は見られ な い ｡ 林 の 教科書で
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近代 日本 に お ける 中等学校数学教育 の 定型化

は､ 序文で ｢ 証明は記号を併用し､ 簡単に して 厳正 さを失わず｣ と述 べ られ､ 前 ぺ - ジ の ような記号
一

覧表が掲げられ て い る
( 1 6)

｡

さ ら に ､ 林や寺尾 ･ 吉田な どの 教科書は算術 ･ 代数 ･ 幾何と い う各分科 ごと に 編集､ 発行され て い る

が ､ 林に あ っ て は ｢ 新撰統合数学教科書｣ とし て統
一

的に 扱われ て い る し､ 寺尾 ･ 吉田 の 教科書で は

｢ 中学校課程 の 統 一 は目下 の 急務なり｣ と序文で強調され て い る よう に ､ ｢ 中学校数学教科書｣ の 各分冊

と い う扱われ方がなされ て い る ｡

こ の よう に ､ 明治 4 0 年代 の 初め に は ､ 数学教科に おける分科主義 ･ 孤立主義か ら の 脱却と い う思潮

が見 られ る よう に な っ て き た の で ある｡

[ 8 ] 明治 4 4 年の 中学校数学教授要目の 改定

先 に見た よう に ､ 明治 4 0 年代初め は中学校数学教科書 の 思潮的改変が進行し て い っ た の で あるが ､

一

方 で は､ 帝国大学系 の 林と高木､ 物理学校系 の 寺尾 と吉田 に加え て ､ 黒田稔や西 川順之と い う東京高

等師範学校グ ル ー プ の 台頭が特徴的で あ っ た｡ 彼等は明治 3 5 年教授要目に対す る非難 の 声を聞く に 及

ん で ､ 東京高等師範学校附属中学校独自 の 教授要目 の 作成に着手 した の で ある ｡ た とえば ､ 黒 田稔は

『数学教授 の 新思潮』 に お い て ､

｢ 吾等東京高等師範 の 数学に 関係ある も の は正に感ずる所あ っ て ､ 去る明治三十九年か ら新案 の 構

成に着手 し､ 案成る や終に文部省を動か し､ 文部省 の 新要目をし て ､ こ の 主義をとら しめ る に 至 っ

た の で あ る｣
( 17)

と述 べ て い る ｡ こ の 東京高等師範学校附属中学校が作成し た教授要目は ｢ 数学各科 の 統合を計る｣ こ と

な どを主張 した点が注目に値し､ 黒 田稔も､

｢ こ の 案は西川 順之教授 ( 前文部省督学官､ 現高知高等学校長で ある ､ 編者) と共 に私が執筆して

明治四十二年 の 頃に成就した所で あるが ､ そ の 全国に於ける影響頗る大で あ っ て ､ 終に文部省を も

動かす に 至 っ た の で あ る｣
( 18)

と述 べ て い る よう に ､ 全国的に大きな影響を与え た の で あ っ た ｡

明治 3 9 年か ら新案 の 構成に着手し､ 明治 4 2 年頃に得た成案 の 主張は文部省が採用す る こ ととな り､

明治 4 4 年に改定され た中学校数学教授要目とな っ て 結実 した の で あ っ た ｡ こ の 教授要目は昭和 6 年 の

教授要目改定ま で持続す る こ と に なる｡

[ 9 ] 明治 44 年の 改定教授要 目

先に見たよう に
､ 黒田稔および西川順之ら の 東京高等師範学校グ ル ー プが作成し た 附属中学校独自 の

教授要目は全国的に も大きな影響を与え､ 文部省を も動かす に 至 っ た の で あ っ た ｡ こ う し て ､ 明治 4 4

年 7 月 3 1 日付文部省訓令第 1 5 号を以 て中学校教授要目が改定され た の で ある｡ 数学に 関して は ､ 冒頭

に ｢ 数学は算術 ･ 代数 ･ 幾何及び三角法に分ち､ 各学年に対 して 教授事項を配当す と難も､ 常に相互 の

連絡を図りて 教授 し､ 特に算術に 関する複雑なる事項は代数及び幾何を授くる場合に之を教授す べ し｣

( 下線は筆者) と唱われ ､ 分科主義的傾向から脱皮し ようとする姿勢を見て取る こ とが で きる ｡ 改定さ

れ た教授要目は 以下 の 通り で ある
(1 9)

｡

第 1 学年 毎週 4 暗

算術 尋常小学校 に おける算術と の 連絡を保ち､ 整数 ･ 小 数 ･ 諸等数 ･ 分数 ･ 歩合算 の 補習お
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よび練習をなさ しめ ､ か つ 比例を授く べ し｡

第 2 学年 毎週 4 時

代数 負数

整数式 四則
一

次方程式 約数 ･ 倍数

分数式 約分
･ 通分 四則 分数方程式

第3 学年 毎週 5 時

代数 聞方 開平 開立 二次方程式 無理式

幾何 直線 角 平行線

直線形 三角形 平行四辺形

円

第 4 学年 毎週 4 時

代数 比例 比 反比例 複比例 比例配分 混合

級数 等差級数 等比級数

幾何 比例 比例線 相似形

第 5 学年 毎週 4 時

代数 対数

歩合算 歩合 利息

幾何 平面 平面と直線 二面角 立体角

多面体 角埼 角錐

曲面体 円墳 円錐 球

三角法 三角函数 鋭角 の 三角函数
一

般角 の 三角函数 2 角 の 和及び差 の 三角函数

三角形 の 解法

簡易なる測量

注 意

- 数学は正確 に 理会せ しむる の みな らず ､ 計算に熟し応用 に慣れ しめ ん こ とを要す ｡

二 算術に お い て は ､ 暗算および筆算 の ほ か に珠算を併せ課す る も妨なし｡

三 幾何に お け る軌跡 ･ 作図 ･ 面積および体積は適当なる場合に お い て便宜 こ れ を授く べ し｡

こ の 改定教授要目 の 特徴は､ こ れま で 2 年ま で あ っ た算術が 1 年だ け に な っ た こ とと､ 厳密な分科主

義をやわ らげ て ､ ｢ 常に相互 の 連絡を はか り｣ と指示した こ と に ある ｡ しか し､ 内容的に は明治 3 5 年要

目と あま り変わり はなく ､ 科目別に 配列され て い た の を学年別に 配列し変えた に過ぎな い ｡

こ の 要目が東京高等師範学校グ ル ー プ の 影響 の 下に作成され たとし て も､ 誰 の 手に よ っ て ､ どん な趣

旨で 出さ れ た の か は必ず しも明らか で はな い ｡ ただ､ 微温 的ながら､ 国際的な改造運動 の 影響が こ の 要

目改定 の 1 つ の 要因で あると推察す る こ とが で きる｡

[1 0] 数学教育改造運動の 気運 の醸成

1 9 0 1 年 の ペ リ
ー

講演に 端を発 した改造運動は国際的な中等教育改革 の 運動とな っ て い き ､
1 9 0 8 ( 明

治 4 1) 年 4 月 6 - 1 1 日イ タリ ア ･ ロ - マ で 開催され た 第 4 回国際数学者会議 の 最終日 に ､ 国際数学教

科調査委員会 の 設立 が議決され た ｡

こ の 委員会 の 目的は ､ 各国に おける数学科 の 教科課程及び教授法を比較検討す る ため に ､ 総合的な調
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近代日 本 に お ける 中等学校数字数育の 定型 化

査 を行 い ､ 19 1 2 ( 明治 4 5) 年に イ ギ リ ス
･ ケ ン ブリ ッ ジ で 開催さ れる予定 の 第 5 回 国際数学者会議に

そ の 報告書 の 提出を組織す る こ と で あ っ た｡ そ し て ､ こ の 総合的調査 の た め に ､ 各国に 国内委員会を設

置す る こ とと な っ た の で ある｡ 我が国も明治 4 3 ( 1 9 1 0) 年末に委員会に加盟 し､ 翌 4 4 ( 1 9 1 1) 年初め

に藤沢利喜太郎を委員長とす る国内委員会を設置 し､ 明治 4 5 ( 1 9 1 2) 年 に は 3 種 の 報告書を完成さ せ

た ｡

こ の 報告書は ､ 当時 の 我が国 の 数学教育が混沌と し た状況 で あ る こ とを如実に示し て く れ て い る興味

深 い 文献で あ る ｡ こ の 調査 報告書が出され た 頃から ､ 日本に おける改造運 動に関す る関心 が高まり､ 数

学教育改造 の 気運 が次第に 醸成され て き た こ と は確か で ある よ う に 思 われ る ｡ た とえ ば ､ 国枝元治

( 1 8 7 2 - 1 9 5 4) は ｢ 我国数学教育改良運動回顧談 の
一

節｣ に お い て ､

｢ 此 の 調 査報告書 の 作製に刺激せ られ且又欧米諸国に於ける改良運動 の 実情 に 鑑み て識者 の 間 に は

我国数学教育 の 改良を要求す る の 声が漸次高まり来 っ た こ と は否定す る こ と の 出来な い 事実で あ っ

た｡ 彼 の 英国に於ける ペ リ
ー

の 運動は夙に林鶴
一

博士等に より て伝 へ られ､ 独国に於けるク ラ イ ン

の 主張や メ ラ ン の 要目等に つ い て は親しく同国に在り て 視察し た る黒 田稔､ 森外三郎 の 諸氏に より

て 実情が伝 へ られ ､ 又私が大正三年欧米留学を命ぜ られ た の は数学 の 研究と共 に欧米諸国に於ける

改良運動 の 実情を調 査する こ と で あ っ た ｡ 斯く し て彼 の 明治四十四年改正発布 の 中学校数学科教授

要目に つ い て も之が改訂を要求するも の 実地教授間 に続出す る と い う次第で あ っ て ､ 大正 6 年私が

欧米留学を終了し て 帰朝した頃に は我国も後れ走せ なが ら何とか して 数学教育改良に着手しなけれ

ばな ら ぬ と い ふ気運 が大分醸成され つ つ あ っ た の で あ る｣
( 20 '

と述 べ て い る ｡

こ こ に 登場する黒 田稔は ､ 東京高等師範学校附属中学校 の 数学教授要目を完成させた明治 4 2 年 の 翌

明治 4 3 ( 19 1 0) 年に ドイ ツ に留学し､ 数学教育改造運動 の 旗手 の
一

人 で あ る ゲ ッ チ ン ゲ ン 大学 の フ ェ

リ ッ ク ス ･ ク ラ イ ン に 師事し､ 大正 2 ( 19 1 3) 年に 帰国し て ､ 日本に おける改造運 動 の 芽を育ん だ 人で

ある ｡ 黒 田稔は 帰国以来､ 長野県や埼玉県､ 鹿児島県な ど多く の 県か ら視学委員 の 依頼を受け､ 当該県

の 中等学校 の 数学教授を視察する ととも に ､ 数学教育研究会な どで講演を行な っ て ､ 数学教育改造 の 主

張を説 い た の で あ っ た ｡ ま た 黒 田 は附属中学校に お い て ､ 物差 しや分度器､ 立体模型 な どを用 い た幾何

教育を自 ら実践し､ 独自 の 幾何教育プ ラ ン を作成し た ｡ こ れ は後に 『幾何学教科書』 とし て 出版され ､

全国 の 中学校で 広 く採用され ､ 好評を博した の で あ っ た ｡

さら に ､ 森外三郎 ( 18 6 6 - 1 93 6) も ドイ ツ に留学し ､ ゲ ッ チ ン ゲ ン の ギ ム ナ ジ ウ ム 教授で ある ベ - レ

ン ドゼ ン 及 びゲ ッ テ ィ ン グ ( D
･ B e h r e n d s e n ､ 1 8 5 2 - 1 9 2 2 ､ E . G 6 tti n

g ､ 1 8 6 0 生) 両氏 の 著書
` `

L e h r b u c h

d e r M a t h e m a ti k m a c h m o d e r n e n G r u n d sえt z e n

"

( 1 9 0 8 年刊) を持ち帰り ､ 大正 4 ( 1 9 1 5) 年に ､ そ の 訳

書 『新主義数学』 を出版 して ､ 改造運動 の 思想 の 普及に努めた の で あ っ た
｡

こ の 訳書は ク ラ イ ン 直系 の

考えを具体化 した も の で あると同時に､ 文部省から出版され た こ ともあ っ て ､ 全国的に大きな影響を与

え た の で ある｡

こ の よう に 大正 初期に ､ 改造運動を土壌とし て芽生 えた数学教育改革 の 動きは ､ 大正 7 ( 1 9 1 8) 年 1 2

月 2 0 日 - 2 4 日 に 開催さ れ た ｢ 全国師範学校中学校高等女学校数学科教員協議会｣ の 開催と共に大きく

進展 し て行く こ と に な る ｡

[1 1] 初期の 高等女学校の数学教育

戦前 の 中等段階 の 普通教育を担 っ て い た学校と して ､ 男子 の 教育を担当す る中学校と女子 の 教育を担

当する高等女学校とがあ っ た ｡ こ の 高等女学校の 数学教育を見て み よう｡
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上 垣 渉 ･ 田中 伸明

明治 1 5 年 7 月 1 0 日文部卿 の 布達に よ っ て ､ 東京女子師範学校附属高等女学校が創立 され ､ 明治 1 9

年に は東京高等女学校と改称され て ､ 文部省 の 直轄校とされたが､ 学校制度に関する規程 の 中に ｢ 高等

女学校｣ の 名称が初め て 登場す る の は､ 明治 2 4 年 1 2 月 1 4 日 の 中学校令改正 に お い て で あ っ た ｡ そ の

第 1 4 条に は ､

｢ 高等女学校は女子に須要なる高等普通教育を施す所に して ､ 尋常中学校 の 種類とす｣

( 下線 は筆者)

と の 規定が見られも の の
､ さ ら に詳細な規程を持 っ た の は ､ 明治 2 8 年 1 月 2 9 日 の 文部省令第 1 号 ｢ 高

等女学校規程｣ で あ っ た ｡ 念 の ため述 べ て おくが､ 上記 の 規定に見られる ｢高等普通｣ 教育とは､ 当時

の 中等 レ ベ ル普通教育 に対して 使用 された用語で ある｡

こ の 規程 に よ っ て ､ そ れま で ｢尋常中学校 の
一

種類｣ と位置づ けられる に過ぎなか っ た高等女学校が､

新た に独立 した制度と して 学校体系 の 中に組み込ま れた の で ある ｡ こ の 規程に よれば ､ 高等女学校 の 修

業年限は 6 簡年で あ り､ 土地 の 情況 に より 1 簡年を伸縮す る こ とが で き る とされ た ｡ 学科目は必修科目

と随意科 目 に 区分され ､ 必修科 目は修身､ 国語 ､ 外国語 ､ 歴史､ 地理 ､ 数学､ 理科､ 家事､ 裁縫､ 習字､

図画､ 音楽､ 体操で あり､ 随意科目と して は教育､ 漢文､ 手芸 の
- 科目も しく は数科目とな っ て い る｡

全学年を通し て裁縫に毎週 5 時間が割り当て られ て い る の に対して ､ 数学は第 1 学年から順 に 3 ､ 3 ､

3
､

2
､

2
､

1 と な っ て い て ､

｢ 女子 の 為に其教科を益 々 実用 に近切ならしめさる へ からす裁縫は女子 の 生活 に於て最も必要なる

も の なり｣
〔21)

( 文部省訓令第 8 号)

と い う方針を具体化 し た教科課程と言える ｡
こ の ような女子教育に 関する初期 の 方針は ､ 良妻賢母たる

の 気質才能 の 養成 こ そ が女子教育 の 主眼 で あると した初代文部大臣森有礼 の 主張に沿 っ たも の で あり､

女子 の 実用性を家庭実務 の 処理能力に求め る も の で あ っ た｡

数学 の 教科課程を見る と､

学年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

週時数 3 3 3 2 2 1

内容 筆算､ 整数の 加減 筆算､ 整数分数小 筆算､ 同上
､ 筆算 筆算 練習

乗除､ 数 の 加減乗除､ 比例､ 珠算､
比例 百分算

珠算､ 加減乗除 珠算､ 加減乗除 加減乗除

の よう に な っ て い るが ､ こ の 内容を ｢尋常中学校 の 学科及其程度｣ ( 明治 19 年制定及び明治 2 7 年改正)

と比較すると､ はるか に レ ベ ル が低く､ と て も ｢ 尋常中学校 の
一

種類｣ と言えるようなも の で はな い し､

明治 2 4 年制定 の ｢小学校教則大綱｣ に見られる高等小学校 の 水準に近 い 内容とな っ て い る こ とがわかる｡

初期 の 女子教育に お い て は､ 必要な知識技能は家庭実務､ 養育等 の ｢ 女子 の 職分｣ に適応す る内容と

され た の で あるが ､ そ こ で の 数学 の 内容は当時の 高等小学校程度 の も の で あ っ た と言える｡ しか しなが

ら､ 明治 2 8 年 の ｢ 高等女学校規程｣ に よ っ て ､ 高等女学校 の 教育に 関す る基本的な形式が初め て定め

られ た の で あり ､ そ の 後､ 女子中等教育が
一 層整備さ れ､ 著し い 発展を見るよう に な る の は､ 明治 3 2

年に ､ 独立 した ｢ 高等女学校令｣ が公布され て から の こ と に なる ｡

[1 2] 高等女学校の発展

明治 3 0 年代初頭は諸学校制度 の 改革が進め られた時期で あ っ た｡ す なわ ち､ 明治 3 0 年に は ｢ 師範教

育令｣ が制定され ､ 明治 3 2 年に は ｢ 中学校令｣ が改正 され､ 明治 33 年 に は ｢ 小学校令｣ が改正され た
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近代日 本 に お ける 中等学校数学教育 の 定型化

の で ある｡ 明治 3 2 年 2 月 8 日 に 制定された ｢ 高等女学校令｣ は ､ こ の よう な学校制度改革 の
一

環 と し

て 捉え られ る｡

高等女学校令は全 2 0 条か ら成 っ て い る が､ そ の 第 2 条で は ｢ 北海道及府県に於て は高等女学校を設

置す べ し｣ と規定され ､ 各府県に高等女学校 の 設置が義務 づ け ら れ た の で ある ｡ しかし､ 経費は府県の

負担とされ た か ら､ そ の 点が考慮され て ､ 第2 0 条に よ っ て ､ ｢ - 本令施行 の 日 より 4 箇年以 内､ 第 2 条

の 設置を延期す る こ とを得｣ とされ た ｡

こ こ で ､ 明治 1 5 年度か ら明治 4 5 年度ま で の 高等女学校数 に つ い て ､ ｢ 文部省年報｣ に よ っ て 一 覧表

を作成す る と ､ 以下 の よう に なる｡

年度 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9

官 立 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

公立 5 6 8 8 6 6 6 8 7 7 7 7 7 8 1 2

私立 Eq 1 2 1 6 2 3 2 1 1 9 2 0 6 6 6

計 6 7 9 9 7 1 8 1 9 2 5 3 1 2 9 2 7 2 8 1 4 1 5 1 9

3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

1 9 2 5 2 9 4 4 6 1 7 2 8 2 8 5 8 8 9 7 1 0 7 1 2 1 1 3 5 1 4 5 1 9 2 2 3 2

6 8 7 7 8 7 8 9 Eq 16 2 5 3 7 4 2 4 7 5 6 6 5

2 6 3 4 3 7 5 2 7 0 8 0 9 1 9 5 1 0 0 1 1 4 1 3 3 1 5 9 1 7 8 1 9 3 2 5 0 2 9 9

( 明治 1 5 年度 か ら 19 年度 ま で の 私立 の 数 は不明)

官立高等女学校は ､ 明治 4 3 年度ま で は東京女子 ( 高等) 師範学校附属高等女学校ただ 1 校で あ っ た

が ､ 明治 4 4 年度から は奈良女子高等師範学校附属高等女学校が加わ っ て 2 校とな っ た ｡

こ の
一 覧表に見られる特徴を い く つ か指摘して お こ う｡ 第 1 の 特徴は､ 明治 2 6 年度に 2 0 校あ っ た私

立 高等女学校が翌年度に は 6 校と大幅に減少して い る こ と で ある ｡ こ の 点に つ い て は､ 『文部省第 2 2 年

報』 で ､ ｢ 其減少は ､ 東京府に於て ､ 前年に在り て ､ 高等女学校と認 めた る も の の 中､ 本年 に於て ､ 改

め て各種学校と認 め たるも の 十四校あ る に由れり｣
( 22)

と説明さ れ て い る｡

第 2 の 特徴は明治 3 3 年度以 降､ 高等女学校数が次第に増加して い る こ と で ある｡ こ れ は明治 3 2 年制

定 の 高等女学校令 に よ っ て ､ 各府県に高等女学校 の 設 置が義務 づ けられ た か ら に ほ か ならな い
｡ 明治

3 2 年度 の 公立高等女学校数 は 2 9 校で あるが ､ そ の 内訳 は府県立が 8 校 ､ 郡市町村立 が 2 1 校と い う状

況 で あ っ た が ､ そ の 後､

明治 3 3 年度 道府県立 18 校､ 郡市町村立 2 6 校､ 計 4 4 校

明治 3 4 年度 道府県立 3 3 校､ 郡市町村立 2 8 校､ 計 6 1 校

明治 3 5 年度 道府県立 5 0 校､ 郡市町村立 2 2 校 ､ 計 7 2 校

の よう に推移 して い き ､ 明治 3 6 年度 に は､ 北海道か ら沖縄県ま で の す べ て の 府県に お い て府県立 の 高

等女学校が設置さ れた の で ある｡ 『文部省第 3 1 年報』 に は ､

｢ 近年女子教育 の 発達顕著に して ､ 高等女学校 の 教育を受けん とするも の 亦著大 の 増加を来し､ 今

や全国各府県に公立 の 高等女学校を設置せ ざるも の なく ､ 其 の 設置 の 数は前陳 の 如く ､ 多きは
一

県

に 五校を設置せる も の あり｡

- 既往五年前に 比す れば､ 学校､ 教員､ 生徒と も各三倍､ 卒業者 の 如

き は四倍 の 多き に達し､ 生徒 の 数は 二 万五千余人に及 べ り｣
( 23 )

と 記録され て い る ｡ しか し､ 当時 の 中学校 の 生徒数 ( 男子) が 9 万 7 千余人で あ っ たから､ 3 分 の 1 に

も及ん で い な い とし て ､ 女子教育 の
一

層 の 開進が必要で あ る と ｢ 文部省年幸BJ は 指摘し て い る｡
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第 3 の 特徴と して ､ 明治 4 4 年度以降､ 高等女学校 数が急速に増加し て い る こ とが指摘で き るが､
こ

れは実科高等女学校 の 新設に起因し て い る｡

[1 3] 実科高等女学校の新設

明治 3 2 年に制定され た ｢ 高等女学校令｣ は ､ 明治 4 3 年 10 月 2 6 日､ 勅令 4 2 4 号を以 て 改正 され た が､

そ の 主 要なる点は ､ 高等女学校に実科を置き ､ ま た は実科 の みを置く高等女学校 の 設置を認 め た こ と で

あ っ た ｡ こ の 改正 に よ っ て ､ 明治 4 4 年以降､ 高等女学校数が急速に 増加した の で ある｡ 前節で 示した

一 覧表で は ､ 高等女学校数は､ 明治 4 4 年で 2 5 0 ､ 明治 4 5 年で 2 99 とな っ て い たが､ そ の 内訳を見ると､

明治 4 4 年 : 高等女学校 2 0 1 ､ 実科高等女学校 4 9

明治 4 5 年 : 高等女学校 2 0 9
､ 実科高等女学校 9 0

とな る ｡ さ ら に ､ 大正 2 年以降 の ( 高等女学校数､ 実科高等女学校数) の 推移を見ると ､ 順に ( 2 1 3
､

1 1 7) ､ ( 2 1 4
､

1 3 2) ､ ( 2 2 3
､

1 4 3) ､ ( 2 2 9
､

1 4 9) ､ ( 2 3 8 ､ 1 5 7) ､ ( 2 5 7 ､ 1 6 3) -

の よう に 増加し て い る こ と

がわかる ｡ で は､
こ の ｢実科高等女学校｣ と は ど の ような学校な の で あ ろ うか ｡

明治 3 2 年 の ｢ 高等女学校令｣ で は ､ 高等女学校は､ 高等小学校第 2 学年終了者を入学さ せ ､ そ の 修

業年限は 4 簡年と規定され ､ ｢ 土地 の 情況 に より､
1 簡年 の 伸縮を認 め る｣ とされ て い た が､ 明治 4 0 年

の 改正 に より ､ ｢伸縮｣ が ｢ 延長｣ と改められ ､
3 年制高等女学校は廃止さ れ た ｡ そ れ は ､ 当時 の 男子

に対する中等教育機関で ある中学校 の 修業年限が 5 箇年で あ っ た こ とと の 係わり で ､ 中等教育と して の

レ ベ ル の 維持をね ら っ た も の と考え られる ｡ ま た ､ ｢ 高等小学校第 2 学年終了｣ と い う入学資格は ､ 義

務教育年限 の 延長に伴 い ､ ｢ 尋常小学校卒業｣ と変更され た ｡

しか し､ 地方 の 情況 を鑑み て ､ 授業時数 の
一 定枠を学校裁量と した こ と に より ､ 裁縫が全時間数 の 半

分以上を占める学校が現 れる な ど､ 地方 の 高等女学校と都市部 の 高等女学校 の 間で 格差が生 じるよう に

な っ て い っ た ｡ 文部省は結局､ 現実に 多様化 し つ つ あ っ た高等女学校を 二分する方針を採用し た の で あ

る ｡ すな わち､ 普通教育重視 の 高等女学校と は別に ､ 地方 の 情況 に即した実際的な女子教育 の た め の 家

政重視 の 高等女学校を設置す る こ と に した の で ある｡ い わば､ 高等女学校 の 複線化 で あり ､ 後者 の ｢ 家

政重視 の 高等女学校｣ が実科高等女学校とされ た の で あ っ た｡

普通教育重 視 の 高等女学校と実科高等女学校 の 教科課程 ( そ れ ぞ れ､ 第 1 学年から第 4 学年ま で の 4

箇年) に見られる週時間数を比較対照 して みると ､ 次 の 表の よう に なる ｡ 高等女学校 の 週時間数は各学

年とも 2 8 時間 で ､ 4 年間で は 1 1 2 時間となり､ 実科高等女学校 の 週 時間数ほ第 1 ､ 2 学年で は 3 4 時間､

第 3 ､ 4 学年で は 3 6 時間で ､ 4 年間で は 1 4 0 時間とな っ て い る ｡

こ の 表で ､ 実科高等女学校 の 理 科 の 欄が空欄に な っ て い るが､ そ れ は､ 実科高等女学校 の 教科課程で

は ｢理 科及家事｣ ( 4 箇年で 10 時間) とな っ て い る ため､ こ の 1 0 時間を ｢ 裁縫 ､ 家事 ､ 実業｣ の 欄に

含め たか ら で ある ｡

修身 国語
社会科

系科目

‖

数学 理 科
I

外国語

【

図画
音楽

唱歌
体操

】

l
裁縫

家事

実業

計

高女 8 2 2 EE 8 7 1 2 4 8 1 2 2 0 1 1 2

実科

高女
6 2 4 4 8 0 2 4 1 2 8 0 1 4 0

こ の 比較対照表を見れ ば明 らかな よう に ､ 実科高等女学校で は､ 合計 1 4 0 時間 の う ち､ 実 に ､ 8 0 時
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近代 日本 に お け る 中等学校数字数育 の 定型 化

間 ( 約 5 7 % ) が裁縫 ･ 家事等に関する科目 の 学習に あて られ て い る の で ある｡

[1 4] 高等女学校の数学教育の定型化

明治 3 2 年 の ｢ 高等女学校令｣ 制定時に は､ ｢ 高等女学校 の 学科及其程度に関する規則｣ が公布された

が､ 数学に関して は ､

｢ 筆算に依り て整数分数小数 の 加減乗除蛙比例百分算を授け､ 兼ね て珠算に依り て加減乗除を授く｡

又求積を授け及代数 の 初歩又 は幾何 の 初歩を授くる こ とを得｡

算術を授くる に は運算 の 方法及理由を理会せ しめ ､ 日常適切 の 問題に就き て其応用 に慣れ しめ ､ 兼

ね て 暗算速算に習熟せ しむ｣

と い う簡単な規定が示された に過 ぎなか っ た
｡

そ の 後､ 明治 3 5 年 の ｢ 中学校令施行規則｣ 改正 に伴 っ て ､ ｢ 中学校教授要目｣ が制定される に 及 ん で ､

高等女学校に 関 して も､ 明治 3 4 年に ｢高等女学校令施行規則｣ が制定され､ そ の 第 7 条に お い て ､

｢ 数学は数量 の 関係を明に し､ 計算に習熟せ しめ､ 兼て 生活上必要なる事項を知 らし め ､ 思考を精

確な ら しむる を以 て要旨とす ｡

数学は算術を授く べ し｡ 又学校の 修業年限に応じ､ 代数 の 初歩及平面幾何 の 初歩を授くる こ とを得｣

と規定され た ｡
こ の 規定 の 前段は ､ 明治 3 4 ､ 3 5 年 の ｢ 中学校令施行規則｣ に見られる規定と同じ文章

で ある から､ 中等教育段階 の 数学教育 の 目標を共通さ せ た内容と言える が､ 後段 の 具体的な教科目に関

し て は ､ 中学校よりもはるか に低 い レ ベ ル に押し止 め ら れ て い る ｡

中学校 の 数学教授要目が明治 3 5 年 に制定さ れ て ､ 定型 化が はか られた こ とは ､ す で に見て きた通り

で ある が､ 高等女学校に つ い て は､ 明治 3 6 年 3 月 9 日､ 文部省訓令第 2 号を以 て ｢ 高等女学校教授要

目｣ が制定され ､ そ の 定型化が はか ら れ た の で ある ｡ 数学に関する内容ほ､ 以下 の 通りで ある
' 24)

｡

第 1 学年 毎週 2 暗

算術

整数及小数 : 命数法及記数法､ 四則､ 心算練習

諸等数 : 時間､ 尺貫法度量 衡､ メ ー トル 法度量 衡､ 本邦貨幣､ 外国度量衡及貨幣 の 主要なる

も の
､ 諸等適法及命法 ､ 諸等数 の 四則

分数 : 簡易なる化法及運算

比及比例 : 比､ 単比

第 2 学年 毎週 2 時

算術の続き 前学年中授け た る事項 の 復習

整数 : 2 ､ 5 ､ 4 ､ 9 ､ 3 に依る整数 の 可約性､ 素数､ 整数を素因数に分 つ こ と ､

最大公約数及最小公倍数を求むる､ 応用

分数 : 約分､ 通分､ 分数四則､ 分数 の 特別な場合とし て の 小数､ 分数を小数に 化

する こ と

比及比例 : 複比例､ 連鎖法

割合 : 歩合算､ 利息算

第3 学年 毎週 2 時

算術の 続き 前 2 学年中授け た る事項 の 復習

比及比例 : 比例配分､ 混合法
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割合 : 割引算其 の 他割合に 関する 日用諸算

開平

第 4 学年 毎週 2 時

算術の続き 前 3 学年中授け た る事項特に 理由 の 復習

代数 の 初歩及平面幾何 の 初歩を加える とき は､ 次 の 例に依りて 之を授く べ し

代数 : 記号的運算 の 大要､

一 次方程式､ 負数

幾何 : 定規及 コ ン パ ス の 用法､ 主要なる幾何形体 の 種類及構造､ 角､ 平行線､ 三

角形､ 四辺形､ 正多角形 の 性質附作図題､ 面積 の 比較及計り方

こ の 後､ ｢ 教授上 の 注意｣ が続く の で あるが､ そ れも含め て ､ 上記 の 高等女学校数学教授要目 の 内容

を､ 当時 の 中学校および尋常小学校､ 高等小学校 の 教授内容と比較しなが ら吟味して み よう ｡

[1 5] 高等女学校に おける数学教授内容の吟味

前節に お い て ､ 明治 3 6 年 の ｢ 高等女学校教授要目｣ の 内 の 数学に 関する内容を第 1 学年 - 第 4 学年

に つ い て紹介したが ､ そ の 最後に は､ 下記 の ような ｢ 教授上 の 注意｣ が付けられ て い る
( 25 )

｡

- 数学を授くる に は常に 正確なる言語を用 い て 理由方法等を説明せ しめ ､ 理会を明瞭な らしめ ん

こ と を力む べ し

二 例題は成る べ く生業上適切に して 家事上 に資す べ き も の を選び､ 歩合算其 の 他割合に関する日

用諸算 の 例題を課する に は､ 特に 注意して 其 の 事項を説明す べ し

三 算術に於て は単に算法を授くる に止めず ､ 常に実算を重ん じ､ 正確迅 速に計算し得る に 至ら し

む べ し

四 計算に は成る べ く験して 行わ しめ ､ 之に対する自信を深厚な らしむ べ し

五 算術を授くる際､ 法則 の 理 由を十分に 理会せ しめ､ 難き場合に於て は単 に法則を授くる に止む

べ し

六 代数を授くる に は複雑なる記号的運算を避 け､ 成る べ く算術と の 連絡を図り て ､ 実用 に 資せ し

め ん こ とを力む べ し

七 幾何は成る べ く実験観察 の 方法 に依り て之を授け､ 必 しも厳格なる論理 に拘る こ とを要せず

八 教授用備品は凡次 の 例に依る べ し

日時計､ 時計､ 羅針盤 ､ 尺 ､ 鯨尺 ､ メ ー

トル法尺､

･ ･ ･ ( 以下､ 省略)

明治 3 6 年 の ｢ 高等女学校教授要目｣ を ､ 中学校と の 時代的比較で見るとする ならば ､ 明治 3 5 年 の

｢ 中学校教授要目｣ が相当で ある ｡ ま た
､ 小学校と の 比較で言うなら ば､ 高等女学校 へ の 入 学資格は､

尋常小学校 4 年制 の 時代に あ っ て は､ 高等小学校第 2 学年終了 で あ っ た の に対し て ､ 尋常小学校 6 年制

の 時代に は､ 尋常小学校卒業とな っ た から､ 第
一

期 の 『高等小学算術書』 第 3 ､ 4 学年が相当と言える ｡

第
一 期 『高等小学算術書』 第 3 ､ 4 学年 の 教授内容 の 概要に つ い て は ､ 分数 ･ 歩合算 ･ 比例が主 た る

内容で あ っ たか ら､ こ れら の 内容が高等女学校第 2 ､
3 学年 の 内容と重 な っ て い る こ とがわか る｡ そ し

て ､ 高等女学校第 1 学年 の 内容は ､ 高等小学校第 1 ､ 2 学年 の 復習とも言える内容 ( 整数､ 小数 ､ 諸等

数､ メ
ー

トル 法等) とな っ て い る ｡

ま た､ 明治 3 5 年 ｢ 中学校教授要目｣ の 内容と比較すればわかる よう に ､ 高等女学校第 4 学年 の 内容

- 20 2 -



近代日 本に お ける 中等学校数字数育 の 定 型化

は ､ 中学校第 2 ､ 3 学年 の 内容を薄め た も の とな っ て い る ｡ たとえ ば､ 小林盈 ･ 稲垣作太郎共著 の 『女

子用幾何教科書』 ( 光風館) の 緒言で は､ ｢ 本書は ､ 難易 の 程度を生徒 の 理解力に適せ しめん こ とを務め､

殊に 徒に厳格なる論理 に 拘泥する こ とを避け た り｣
( 2 6)

と述 べ ら れ て い る ｡
つ まり ､ 中学校 に お い て厳格

なる論理 に した が っ て教授され て い た幾何的内容を ､ 高等女学校に お い て は ､ 実験観察 の 方法を主 とし

て教授され た の で ある｡

以上 を整理 す る と ､ 高等女学校 の 数学教授内容 の 概略は以下 の よう に まとめる こ とが で きる｡ すなわ

ち､ 第 1 学年で は ､ 高等小学校第 1 ､ 2 学年 の 算術に関する 内容 の 復習に あ て られ ､ 第 2 ､ 3 学年で は､

高等小学校第 3
､

4 学年 の 算術に相当する内容が教授され ､ 第 4 学年に あ っ て は､ 中学校第 2 ､
3 学年 の

代数的ならび に 幾何的内容 の
一

部を､ 厳格な る論理 に よ らず ､ 実験観察 の 方法に よ っ て 教授され た の で

ある ｡ こ の ような結果は ､ 中学校で の 教授時数が毎週 4 時間で あ っ た の に対し て ､ 高等女学校で は ､ そ

の 半分 ( 毎週 2 時間) しか割り当て られ なか っ た こ と に起因して い る ｡

[1 6] ｢ 高等女学校教授要目｣ の改定

明治 3 5 年制定 の ｢ 中学校教授要目｣ は 明治 4 4 年 7 月 3 1 日付文部省訓令第 1 5 号を以 て改定され た が ､

時を同じく して ､ ｢ 高等女学校教授要目｣ も明治 4 4 年 7 月 2 9 日付文部省訓令第 1 2 号に よ っ て 改定され

た｡ こ の 改定で は ､ 内容的に大きな変化は見られ ず ､ 記載内容が簡素に な っ た も の の
､ ｢ 中学校教授要

目｣ の 改定と同様に ､ わず かながら､ 分 科主義的傾向か ら の 脱皮 の 方向が見 られ る｡ しか し､ ｢ 中学校

教授要目｣ の 改定が東京高等師範学校グ ル ー プ の 影響 の 下に なされ た の に 対して ､ ｢ 高等女学校教授要

目｣ の 改定も そ う で あ っ た の かは､ 必 ずしも明らか で はな い
｡ 明治 4 4 年改定 の ｢ 高等女学校教授要目｣

の 内容は以下 の 通り で ある
`2 7)

｡ 記載内容が い か に簡素に な っ た かがわか る ｡

第1 学年 毎週 2 時

算術

整数及小数

諸等数

第2 学年 毎週 2 暗

算術

約数及倍数

分数

比例 : 比 ､ 比例 ､ 複比例

第 3 学年 毎週 2 暗

算術

比 例 : 比例配分 ､ 混合

歩合算 : 歩合､ 利息

第 4 学年 毎週 2 時

算術

開平

求積

既授事項 の 練習
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代数 の 初歩 ･ 幾何 の 初歩を授く る場合に は ､ 次 の 要目に依り第 3 学年以上 に於て 之 を授く べ し

代数

簡易な る代数式及方程式

幾何

簡易な る平面図形及立体図形

注意

四

数学は正確 に 理会せ しむる の みならず ､ 計算に熟し､ 応用 に慣れしめ ん こ とを要す

算術は小学校に於ける既授事項と の 連絡を保ちて 之を授く べ し

算術に於て は暗算及筆算 の 外､ 成る べ く珠算 の 加減乗除を課す べ し

代数及幾何は算術と の 連絡を保ち て 之 を教授し､ 特に代数を授くる場合に は､ 開平は之と

共 に授け､ 幾何を授く る場合に は､ 求積は之と共に授く べ し ( 下線 は筆者)

こ の よ う に､ 改定教授要目は ､ ほ と ん ど教程項目だ け の 羅列 に終始 し て い て ､ 中学校 の 改定教授要目

と同じ ス タイ ル がと られ て い る こ とがわかる ｡

ま た ､ 中学校 の 改定教授要目で は､ 冒頭 に ｢数学は算術 ･ 代数 ･ 幾何及び三 角法に分ち､ 各学年 に対

し て教授事項を配当すと離も､ 常に相互 の 連絡を図り て教授し､ 特に算術に 関する複雑なる事項は 代数

及 び幾何を授く る場合に之を教授す べ し｣ ( 下線は筆者) と唱われ て い て ､ 分科主義的傾向か ら脱皮 し

ようとする姿勢を見 て 取る こ とが で き た が ､ 高等女学校 の 改定教授要目に お い て も､ ｢ 代数及幾何は算

術と の 連絡を保ち て 之を教授し ､
- ｣ ( 下線は筆者) と述 べ られ て い て ､ 同様 の 姿勢が見られ る｡ こ れ

ら の 共通点から見て ､ 文部省内に おける中学校及び高等女学校改定教授要目 の 立案は同 一

の グル ー プ に

よる も の と推察する こ とが で き る｡

[1 7] おわ り に

わ が国 の 中等学校数学教育は 明治 3 0 年代に そ の 定型化が図られ た が ､ そ れを主導し た の は菊池 ･ 藤

沢イ ズ ム と い う帝国大学系統 の 数学教育観で あ っ た ｡ 彼ら の 数学教育観は､ 数学教育を め ぐる当時 の 国

際的な数学教育思 潮か ら見れ ば ｢ 時代おくれ｣ に なり つ つ あ っ た も の で ある けれ ども､ ともかく も統
一

的な型が定ま っ た の は ､ 近代的公教育制度 の 第 一 歩を踏み始め た明治 5 年 の 学制発布から数え て ､ わず

か 3 0 年後 の こ と で あ っ た ｡

イ ギリ ス の パ ブリ ッ ク ス ク
ー ル に おける数学科課程 の 確立 が 1 9 世紀初期で あ り､ そ の 古 い 型 の 数学

教育を批判 して ､ 数学教育改造運動 の 口火をき っ た ペ リ
ー

講演 ( 1 9 0 1 年) ま で ､ 約 7 0 - 8 0 年を要した

こ と と比較すれ ば､ 明治 3 0 年代 の 中等学校数字数育 の 定型化 は歩む べ き道程 の
一

里 塚に駆け足で 辿り

着 い た結果で あると言える ｡

[ 注]

(1) 文部省内教育史編纂会編修 『明治以降教育制度発達史』 第三 巻､ 龍吟社､ 昭和 13 年 9 月 ､ p p .1 5 5 - 1 5 9

( 2) 文部省高等学務局 『尋常中学校教科細目調査報告』 帝国教育会､ 明治 3 1 年 7 月､ p .7 8

( 3) 藤沢 利喜太郎 『数学教授法講義筆記』 大 日本図書､ 明治 3 3 年 10 月､ p p . 1 1 7- 1 1 8

( 4) 同上 書 ､ p .1 1 4

( 5) 同上 書 ､ p .1 2 2

( 6) 『教育時論』 第 5 73 号､ 明治 3 4 年 3 月 1 5 日 ､
P P .3 0 - 3 1
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(7) 『教育時論』 第 574 号 ､ 明治 34 年 3 月 2 5 日
､

P P
.2 9 - 3 1

( 8) 『教育時論』 第 57 5 号､ 明治 34 年 4 月 5 日､
P P . 3 4 - 3 6

( 9) 『教育時論』 第6 06 号､ 明治 35 年 2 月 1 5 日
､ p p .4 2 - 4 4

( 1 0) 前掲書 (1) ､ 第四 巻､ 昭和 13 年 1 1 月
､ p p .2 2 6 - 2 3 3

( l l) 小倉金之助 ･ 鍋島信太郎 『現代数学教育史』 大日 本図書､ 昭和 32 年 9 月､ p p .1 0 1 - 1 0 2

( 1 2) 中谷太郎 ｢ 日 本数学教育史 14 ｣ ( 数学教育協議会編集 『数学教室』 N o .1 6 5
､

1 9 6 7 年 7 月号 ､ 国土 社､

p p .2 8 - 3 1)

(1 3) 教科書研究資料文献 第十
一

集 『文部省編纂 師範学校中学校高等女学校 使用 教科図書表 明治 四十三 年

度』 芳文閣､ 平成4 年 7 月 1 5 日復刻初刷発行

(1 4) 寺尾寿 ･ 吉 田 好九郎 『中学校数学教科書 改訂算術之部 上 巻』 冨山房､ 明治 4 2 年 1 月 2 3 日 訂正 再版発行
､

p .1

( 1 5) 高木貞治 『普通教育算術教科書』 開成館､ 明治 3 7 年 7 月発行､ 明治 4 3 年 3 月訂正 7 版､ p .1

( 1 6) 林鶴
-

『新撰幾何学教科書』 開成館､ 明治 3 7 年 3 月発行､ 明治 4 5 年 3 月訂正 10 版

(1 7) 黒 田稔 『数学教授 の 新思潮』 培風館､ 昭和 2 年 10 月 ､ p .2 7 7

( 1 8) 同上 書､ p .2 8 1

( 1 9) 前掲書 (1) ､ 第五 巻､ 昭和 14 年 1 月､ p p .1 8 5 - 1 8 8

( 2 0) 国枝元治 ｢我国数学教育改良運動回顧談 の
一

節｣ p .6
､ 『新輯数学教育講座』 [第 1 回配本] ( 共立 社 ､ 昭和 13

年 4 月 12 日) に 所収

(21) 明治 26 年 7 月 2 2 日 付文部省訓令第 8 号

(22) 『文部省第 2 2 年報』 明治 2 7 年､ p .4 0

( 2 3) 『文部省第 3 1 年報』 明治 36 年 -

3 7 年 ､ p .8 6

( 2 4) 前掲書 (1) ､ 第四 巻､ 昭和 13 年 11 月､ p p .3 1 7 - 3 1 9

( 2 5) 同上 書､ p p .3 1 9 - 3 2 0

( 2 6) 小林盈 ･ 稲垣 作太郎 『女子用 幾何教科書』 光風館､ 明治 4 0 年 10 月 3 0 日 発行､ 緒言

(2 7) 前掲書 (1) ､ 第五 巻､ 昭和 1 4 年 1 月 ､ p p .3 2 1 - 3 2 4
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